
一30一

四万十帯あ

～化石の墓場“古城山"

らかると

と中筋構造帯～

甲藤次郎

(元所員

現高知大学)

はじめに

筆者は去る4月の日本地質学会第84年年会で'一四

国の地質の最近の進歩～四国表層地質図編集にあたって

～"と題する特別講演の機会を得た.そのなかでとり

あげた四万十帯のうち特に表題の四国西南部について

写真を利用しながら補足説明しておきたいと思う(第1

図).

古城山というのは愛媛県の宇和島市内にあって(写
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真1第2図)標高約50m内外でありもとの一一亀が

淵城"趾である.土地所有者でありまた管理者である

曽根喜敬氏及び同正雄氏の御兄弟によって現在は山頂

部を平坦化してレジャｰランドにする工事が相当進歩し

ている.

古城山は昔から化石産地として有名でありその入

口には写真2のよう存立札があって曽根御兄弟の化

石に対する理解のある心情がしのぱれわれわれにとっ

ては誠に心温る想いである.

化石に乏しい四万十帯では上部白亜系の化石を多産

する宇和島地域は従来特殊な地域のように考えられて

きたカミ近年DIcKINsON(1971)は中央構造線北側の

和泉層群からもたらされたクリッペと考えた.ただし

これはデｰタに乏しい同氏の思いつき程度の見解であ

って反論するには大人気ない性質のものだと筆者は思

っている.燃しこれに類するような時代の波にのっ

た仮説を援用した論拠不充分相見解が学界で横行する

ようになってはシマツにわるい.この小著が今後の

四万十帯研究にあたって何んらかの意義があれば幸い

である.

古城山とその周辺(愛媛県)

宇和島地域については筆者自身は時にふれて地質巡

検をしてきた程度でありまだまとまった研究はない.

ただ今回の高知営林局委託調査の四国表層地質図(甲

藤･須鎗･鹿島･橋本･波田･三井･阿子島1977)編

第1図四国西南部主要化石産地(第2･3図地域を除く)

写真1

宇和島市西南部よリ

3:市営闘牛場4

1:古城山2

:泉ケ森(403m)

:宇和島城方面を塑む

写真2古城山入日の立札�
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葉にあたり筆者はメインルｰトの岩相チェックと

特に代表的化石産地の古城山にスポットをあてる機会を

得た.

従来の数多くの研究によれば古城山の地層は宇和島

層群古城山層(浦河統)に属しイノセラムスやアンモ

ナイトを多産し(写真3･4)このほか嫌反動物のウ

ニやヒトデ類(写真5)･節足動物のエビ･脊椎動物の鮫

の歯および植物(裸子･被子)化石などが報告されてお

りまさに化石の墓場である.

筆者自身は従来等閑視されてきたプロブレマチガ

(所属不明の化石など･愛称はゲテモノ化石)の採集に

努めた結果プロブレマチガのほかに従来未報告の珍

しい化石2種を得たのでまず報告しておこう.

1つはイカの甲(She11)であり(写真6)いま1つ

は珍しい鮫の窟(TOoth)である(写真7).前者は1

部破損しているので種名はいまのところ明らかになし

得ないが長さ約58mm･最大の幅30mm･厚さ12㎜m

である.上面には中央に高まり(Ridge)があって次

第に周辺にかけて低くなるがその表面には細かい刺痕

(Puncture)カミある.また下面には中央から鋭角をな

して外側へのびる約1mm間隔でへだてられたあらい横

条(Wrink1e)があって新種の可能性が強い.日本

の上部白亜系からこのようなイカの甲の発見は恐らく

初めてのことであろう.イカの数属がジュラ紀まで遡

ることは既に知られているが御承知のように白亜紀

はまだアンモナイト(菊石類)やベレムナイト(矢石類)

が横行していた時代である.

後者の鮫の窟は長さ約20mm基底部の広いところ

で幅7mmあって僅かに内側ヘカｰブしており外側

は殆んど平らでそのマｰジンはシャｰプである.

写真3

古城山産のイノセラムス

切06ε榊刎刎批ωψ伽伽ゐ

(YEE畑A)(右上の白片は

5c㎜)

写真5

古城山産のクモヒトデ

(スケｰルは皿皿)

写真4

古城山産のアンモナイト跡ろ05的C尻06卯郷C壬.

舳閉刎｡〃MムTsm0T0(直径3.5c皿)

写真6古城山産のイカの甲(8ψ加sp.)上は上面

下は下面いずれも右が後部�
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篇の内側には基底部に特によく発達する数多くの弱い

筋(StriatiOns)がある.エジプトや中央アジアの上部

白亜系から産出した0肌んψづ3ぬ〃舳〃弧Huagによく

似ている､このよう匁筋のある樹はr1本最初であろう.

以上の珍しい化石を発見したのは当時小学生であっ

た竹内一洋君および小路弘一君によるが指導をうけて

いた住吉小学校の原閏久教諭(現精出小)を通じ･て筆

者に鑑定を求められた.本研究の機会を与えられたこ

れらの方々に付記して謝意を表する･

つぎに目下検討中であるが古城山産の主なプロブレ

マチガをあげるとコダイアマモ?･環虫類･巣穴など

がある.

コダイアマモ(ル6加0伽柳α)は和泉層群から多産

するので有名であり現生のアマモの祖先型で温帯性

気候下の塩分の少匁い河口や入江の浅所に純群落をし

ていたと考えられている水生植物である(写真8).四

万十帯では永井(1967)によって仏像構造線近くの

愛媛県目吉村長谷から報告されておりまた水野･高岡

(1975)による古城山産化石リストのなかにもみられる.

筆者の採集したこの種の標本の形状は変化に富んでお

りコダイアマモらしいものもあるがZ00助ツ603と思

われるものもある.

嘗って来日したザイラッハｰ(SEILAc亘醐)が和泉

層群産のコダイアマモを観察して動物源の生痕ではな

いかという意見を述べられたのを又聞きしたことがある

が今後よい標本を得て再検討したいものだと思ってい

る.

写真9の環虫類は屈曲しながら細長くのびた形状の

1部であり多少圧縮されているが直径約7mmで表

面にはやや不鮮明であるが規則正しい環節(Seg･

ment)がよく発達している.ゴカイ科の地ブθ伽5の

一種である.

写真10の巣穴(Burrow)は環状にカｰブしており

表面は一般に滑らかであるが一部には弱い交差した鱗

状の模様がみられる.

これらの化石をふくむ岩石はフリッシュ型互層中の

写践8和泉層群産のコダイアマモ(ル｡加ω20肋閉sp.)

国道32号線猪ノ鼻トンネル香川県側坑口付近で採集

=写真7古城山産の鮫の歯(0伽ゐ｡卯{∫眺｡f.伽刎〃砒∫Huag)

写真9古城山産の環虫化石(N榊伽“p.)

写真10古城山産の環状巣穴(Buπow)�
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泥質細粒砂岩であり前述の巣穴は恐らくやや深海性の

環虫類によるものであろう.

以上述べたことから古城山に多種多様の化石が共存

しまさに化石の墓場と言えそうだ産状やそれらの岩

棉などから考えても既述のN6ブε伽5やBunowか現

地性であって他の多くの化石は乱泥流によって運ば

れてきたと考えるのが妥当であろう.

つぎに古城山周辺に目をむけてみよう.第2図のx

印は筆者がプロブレマチガを採集した地点である.

また同図の黒丸印は最近の文献(寺岡･小畠1975)

から引用した主要軟体動物化石の産地である.筆者の

観察地点ほまだ数少ないがこれらの南予地域の代表的

なブロブレマチガや堆積構造を北から順に紹介してみよ

う.

うみ砂ゆ

第2図の吉田町立胃からは写真11のような海百合化

“泌

5ら

噌

鶴2図

字和島付近の化石産地

黒丸印は主要軟体

動物化石産地

1～5は生痕化石産地

1:古城山

2:立1ヨ

3:大福浦

4:小池

5:国ノ浜

写真11吉禺町立目産の海百合化石(Cfinoidste㎜s)

写真12吉田町立目の流痕(地層は逆転している)･

葦萎姜草津島町田ノ浜の

ダ"2皆砂6室むβツ｡ηsp.

写真14

津島町田ノ浜の

1｢05ωゐ31〃ガ勿'ん33

8p･�
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石を産する(既述の原田久教諭の発見による).これと

同様の化石は高知県の浦ノ内半島(四万十川層群須崎

層)からも知られている(甲藤1961).同立目では赤

色頁岩を伴う.また見事恋流痕(写真!2)が発達し

これは嘗って筆者が高知県香美郡物部村中津尾(半山

層･下部白亜系)から報告した流痕(甲藤1961)によ

く似ている.恐らくもともと泥質な海底に不規則に生

じた小型の波漣痕によるものであろう.同産状からは

地層の逆転カミ知られる.

つぎに大福浦からはルr8伽3や判別し難い種女の生

痕化石を産しまた小池からはル1切ω及び7b3αん6-

z〃加伽5たどを産する.また津島町田ノ浜からは

肋Z60荻妙0〃sp.(写真13)･T03α加伽加伽5sp.(写真

14)･Cん0"ブ伽5sp･(写真15)その他の生痕化石を産し

また見事なフルｰトキャスト(写真16)がみられる.

既述のよう粧化石や岩相からみれば南予の四万十川

層群の主体は乱泥流堆積物であろう.

さらに付記すると化石を多産する宇和島層群が多

くの断層によって切られ著しく地塊化していることが

従来の研究者によって指摘されているがはたして断層

の擾乱帯かスランプ構造によるものなのか再検討を要す

る場合も少なく狂いようである(写真17).このような

判断に迷う場合は四万十帯の他の地域でも少なくない.

また南予の上部白亜系の代名詞のようになっている宇

和島層鮮と周辺の下部白亜系の関係に目をむけるとお

のおのの引用は避けるがはなはだ不明瞭なのに気付く.

これは資料不足の段階では当然のことであるカミ上部白

亜系(または未区分中生界)との境界は殆んどの場合

に断層によって解釈されてきたようである.

現在では宇和島層群の分布する字和島･松丸をとり

写真15津島町田ノ浜のCん｡〃ブ伽∫sp.

津島町田ノ浜のフルｰト

写真17字末口島市より約7km南方の国道56号線ぞいの露頭(泥岩中に

著しいレンズ状砂岩)

写真16

キャスト

写真18宿毛市荒瀬付近より西方の中筋構造帯を望む(右上側の山腹傾

斜面の急変するところを中筋構造帯北縁の国見断層が通る.

手前の山腹の裾を同南縁の宿毛断層カ…通る)

1は片島港2は犬藤島3ほ愛媛県黒崎鼻�
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二i三要化石旛地

榊麟蚕石

箒､声弘

き

第3図中筋構

1:大藤島2:藻津3:字須々末4:

10:キガノレ山11:ホトウネ12:申角13

A:宿毛断層B:国見断層C:江ノ村断層

造帯と周辺

池島5:片島港

:手甲ノン1114:寿山

D:藻津断層

地域の主要化布産地

6:大島7:宿毛8:本城山9:高石

15:馬場住16:有岡17:国見

E:大島断層

かこむようにして堵松北方を東西方向から江川崎西北

を北東方向にかけて走る三浦断層及び同延長をもって下

部白亜系北灘層群に接すると考えられている(寺岡･小

畠1975の第ユ図参照).

しかし宇和島･松丸の東方にあたる高知県の数ケ所

からは筆者は上部白亜紀のイノセラムスを得ており

(第1図参照)また宇和島から南方の高知県宿毛にか

けての地層群の観察によると下部白亜系は殆んど分布

せずに上部白亜系に属すると筆者は予測している.

中筋構造帯とその周辺(高知県)

本誌271号で筆者は西南日本の四万十帯を北帯(主

として白亜系が分布)と前帯(主として古第三系カミ分布)

に分つ構造線に勅して総括的な名称として安芸構造線

を提唱し四国の場合は安芸一宿毛構造線によって両帯

が分けられるとした.

然し本年4月の日本地質学会で四国西南部の両帯を

分つ境界にはある幅をもつ中筋構造帯(写真18)が発

達しているので四国の両帯を分っ構造線の名称を安芸

一中筋構造線と改めた(地質図上に線で表現する場合は

既述の宿毛断層をとるとよい).

この安芸一｢ド筋構造線は九州の延岡一紫尾山構造線

(橋本1961)につづくが同構造線をめぐって橋本

と今井･寺岡(1968)および今井･寺岡･奥村(1970)

の間に見解の相違がみられるのはこの構造線カミある幅

をもつ構造帯であるからかもしれない.

この中筋構造帯に分布する上部白亜系の有岡層は主

として泥岩よりなるがまたスランプ起源の大小の砂岩

塊や構造運動によってひきちぎられた大小の砂岩塊をし

ばしば含んでいる.写真19は東部の具同(第3図の国

見の北東約2.2良m).写真20は中央部の平田(第3図の

有岡の西方約1.1長㎜)におけるそれぞれの擾乱した有岡

写真19中筋構造帯の擾乱した有岡層(中村市具同)

写真20中筋構造帯の擾乱した有岡層(宿毛市平岡)�
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層の状態を示す(西部については本誌271号12頁の写

真4参照).たお同平田は現在県西南地域中核工業団

地の計画地区であるが地元の高知新聞(52･6･13)の

県調査結果の紹介によると山地部(標高35m内外)は

地下15m付近までブルドｰザｰかリッパの機械掘削が可

能ということである.これは筆者にとっては中筋構

造帯の著しい破砕帯を裏書きするものとして映るが県

当局ではむしろ団地造成に有利な条件と解釈しているよ

うである.誘致適格企業のなかに精密工業があげられ

ているがそのような業種誘致の場合は基礎地盤改良

に思わぬ経費を必要とすることに校りかねない.筆者

は環境アセスメントに基本的な地質調査を狂おざりに

しては狂らぬ戒めとならなけれぱよいがと思っている.

さて本論にもどってこのような中筋構造帯の特に西

部並びにその周辺地域産の化石を主題にして紹介しよう

(第3図).

筆者カミ本地域の調査にかかる以前には江原真伍

(1928)によって国見のイノセラムスや佐田の合化石石

灰岩の存在カミ知られていただげで周辺地域と共に時代

未詳層群の名を窓にしていた.

たまたま中村市有岡の橋出庫欣教諭(現橋上小)の

協力もあって有岡を中心としたいわゆる中筋地溝帯に

ついての第1報を出すことのできたのは1952年であった.

その後の卒論指導(文献参照)や図幅調査などによっ

て化石の産出は飛躍的に増加した(甲藤1961)さ

らに最近では浜田嘉水教諭(現中村中)や同教諭の

かつての教え子である溝淵富弘氏および松谷良喜氏らに

よって宿毛北方の中村層から大型のイノセラムス(写真

21)や多数のアンモナイトが得られ筆者の研究資料に

供して頂いた.なおこれらのイノセラムスやアンモナ

イトについては野田雅之博士および小畠郁夫博士の鑑

定並びに御助言を得たのでここに記して謝意を表する.

中筋構造帯に分布する地層は第3図に示すように

中筋構造帯の有岡層(上部白亜系)中に断層でとりこま

れた古第三系の平田層(漸新統)や宇須友木層が分布す

る.宇須々木層は後述するように九州の門川累層

(橋本1961)に対比されるであろう.

中筋構造帯の北側には後述の上部白亜系の中村層

(甲藤1961)がまた同南側には室戸層(漸新統)に

くるすの

対比される来栖野層(甲藤･三井1976)が分布する.

来栖野層からはまだ確実租化石を得ていないカミ久礼

ノノ1I}こはノ1クんブ｡3{ηαsp.,ルカη6α(多)sp.,R05切ZZαη{α

sp.などを多産する石灰岩がある.

字須々木層は大島から坂本にかけて北々東一南々酉

に走る大島断層(甲藤1961の大島断層及び高津河原断

もくづ

層を含めての再定義)と藻津を通るほぼ東西断層(藻

津断層と仮称)に挾まれて中筋構造帯西部の有岡層中

に膜状に分布する.

宇須々木層は粗粒砂岩を主としまたスランプ構造

やフルｰトキャスト校どの堆積構造が発達する(写真

22).生痕化石のτ㈹あθZ伽α5〃尾｡肋伽∫なKattoを産

する.

この種の化石は既に奈半利川層(漸新統)から記載

した化石であるが(甲藤1960)時代についての確証

はない.岩相からみれば九州の門川累層(橋本1961)

対比されるであろう.門川累層の時代については橋

本は中新世下部あるいは漸新統上部としている.

写真22字須々木層のフルｰトキャスト(宿毛市白浜)

写真21

宿毛市高石(中村層)産の大型イノセラムス(おそらく新種)�
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新新統の平目ヨ層についての詳しい説明は省くカミ(甲

藤1961参照)本属は有岡層と不整合関係であり周

辺は断層でかこまれて有岡層中に分布する.

平田層は浅海性堆種物で既述の化石を産するがま

た押ノ川では地層下面に写真23のような刑｡w･mark三ng

(甲藤1960)がみられ黒天然記念物に指定されてい

る〔ただし同文化財調査(浜村1958)によれば漣

痕とされており筆者の見解とは異なる〕.

中筋構造帯並びに周辺地域産化拓

宇須々木煽(中新統下部あるいは漸新統上部)

宿毛市池島

乃沌ろ6肱〃α∫ん挑｡肋εη必Katto

平田綴(漸新統)

宿毛市森

｣Vzκ勿Z〃勿αSP.

Cκα∬ακZZカθ3cf.ツαろ6タNagao

yθηぴ必鮒"α5必〃抄φoη加αNagao

γ.cf.側6加妙｡〃6αNagao

〃ωo刎αsp.

乃Z伽α刎α伽.刎αNagao

0ツ脆伽αcf.吻κゐHirayama

1■㈱ゴα5始グsP.

同寺山

8α6むθ〃αsp.

工㈹加｡刎〃｡fIα6泌伽伽勿刎(Conrad)

0〃ZκZZ刎術｡Z伽幽Z伽Kamo

Pα宛｡ψεsp.

T〃閉'〃Zα(H〃α〃Zα)加分α伽α娩Nagao

同平野

HoZ6〃yψ〃5(Cα8〃ん｡Z6じfツガ〃5)sp.

同中津尾

一Lαg色〃｡〃｡ゐ5αη.αsp.

有岡煽(浦河統～ヘトナイ統)

中村市国見

(享ブα〃τηzαエ｡ゐ'z3α6ゐακ〃6犯血5(Schn1idt)

肋066榊〃ωろα肋6伽B6hm

肋066閉刎伽加肋ω3是伽ク棚加η泌N.etM.

Zooφんツ｡03spP.

同法ノ村

(亨κατ〃ηユα20ゐηSP.

A那6ん〃チ･αSP.

1〃068ヅα刎伽ろαZあ｡〃∫B6hm

肋｡oθ閉刎､附加肋6〃5肋刀伽如舳kN,etM.

同間

&伽伽醐∬α6伽脇舳必Nagao

宿毛市手代岡

AαZαみ｡級αクゐα刎Nagao

肋06"･α刎ωろαZガ6伽B6hm

Vω庇〃｡c壬.ノψoηあαNagao

Cy伽プ'湖1イαsP.

Bα6αZ伽5cf.フ･θ"AndersΩn

71θ`術α9o刎北ω(～)sp.

同房揚住

Zooφみツ｡05sPP.

同鹿島

1レ④ガZ〃3sP.

Cα汽6分αsP.

〃α加sp.

τブ細0勿｡倣〃吻SP.

Cック〃伽87加sP.

T6Z伽αsP.

同大道坂

五〃αSp.

A〃αcf.ん｡触α〃06η曲Nagao

〃ψθ〃刎f血〃伽ツ必〃θ〃3θ(Yabe&Nagao)

P脈抄1o舳=yα召Z伽庇αNagao&Otatume

D伽肋肋舳｡f.αoω1κNagao

同天神

同

岡

Cy〃zみ｡ψ1!o〃工sP.

G伽〃ブツ｡6閉3sp.

二宮

加06砿α〃刎5ろ〃〃6伽B6hm

宇須女木

吻一助ブ加5cf､加〃(Forbes)

写真23平因層のF1ow-markingとその1都の近接写真(右下)

中村鰯(浦河統～ヘトナイ統)

宿毛市本城川

G'湖1ア〃〃αチ｡ゐ〃皿π1!α〃〃ω13〆5(Sch11nidt)

G.ツ｡是｡ツα舳ガYabe&Nagao

Cf伽〃αωαα〃α･〆〃〃αNagao

エ〃)6ピグα〃〃狐ろ｡Zzメ6〃∫B6hm

11?06`グα〃一α∫わαZ`ゴ6刎∫是〃〃ゴηηを〃∫ク∫N.etM,

1〃06む閉フ舳5腕｡舳3ゴ5ηα〃〃加〃%〃必N.et

�

Gα〃3グyo"'α5sP.

Gα〃∂ヅyc611α∫cf,3む〃∫θカZあαれ〃η(J三nユbo)

7｢ε妹09oフｰガε5sp..

同キガル山�
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η抄Zo刎｡伽α3c£犯｡肋伽(Whiteaves)

〃1yψん｡Zα∫cf.∫8刎あ｡枕α肋(Agassiz)

同中津尾

1V;oゐ∫α〃αs皿

Gα秘みy伽SP.

同平野

(≡!ブα〃Z〃2α広0∂0犯SP.

〃｡加α刎〃血〃榊wろ〃6物3タ3Yabe&Nagao

A伽gα〃〃6㎝α3:yo尾｡:yα刎αケ(Yabe)

〈戸φク｡犯α3広θグsp.

エ｡ク秘`ん去αsp.

同野地

Gα刎♂プy6鮒α5(V一脈姥ろ〃姥5)尾αツ6主(Forbes)

同高石

切06ε伽刎伽｡f.加脇6〃∫Bδhm

1〃068閉刎〃∫cf例｡伽血∫Yokoyama

G側3〃68閉∫cf.κ舳〃閉切榊Yabe

G≒α〃6…ブツ6θκα∫cf.5右〃ατ〃3(Jin1bo)

Gα刎♂7y6㎝α∫(?)sp.

P醐ゐ〃ろ6Zo鮒伽(?)SP.

P伽ゐ6♂(?)sp.

7｢功κα9o刎あθ5sp.

GZy20ユ00㎝α5sP.

D抄Z0伽鮒α∫(?)S皿

Nθo肋ツZZ06召ヅα3(?)sP.cf.W.肋｡舳伽蛇Mats.

以上のうち上部白亜系産の化石について検討すると

有岡層からはアンモナイトの乃肋脇赫C£尾⑳あ

(Forhes)(写真24)や肋｡〃脇θ8cf｡ブ6"Anderson

などを産するので上部はLowerMaast工ichtianに及ぶ可

能性が大きい.またイノセラムスからみれぱLOwer

Campani㎝～UpperCampanianに属するので有岡

層の地質時代は浦河世～ヘトナイ世としておく.

中村層は厚い砂岩及び頁岩からなり既述の多くの

化石を産するがこれらの化石の顔ぶれからみれぱ有

岡層よりはやや下位の地層を含む浦河世～ヘトナイ世に

わたる地層群であろう.

なおこれらの有岡層に属する国見や馬場住或いは中

村層の中角付近(写真25)では既述の他の化石と共存

して比較的深海性の生痕化石Z0ψ伽608が数多く発

見されるので(甲藤1967の国見のZ0ψ伽60∫参照)

愛媛県の古城山と同じく乱泥流による堆積環境を考えね

ぱならないようである.

おわりに

四万十帯についての筆者の展望は本年4月の学会記

事を参照頂きたい.

筆者はその放かでいわゆる四万十地向斜は優地向斜

の定義にあてはめることは困難であってむしろ陸棚内

の極めて不安定な基盤運動を反影した沈降帯に堆積した

乱泥流堆積物が主体であろうと述べた.

その根拠には本誌で既述したような化石の産状や岩

相および須鎗(1976･1977)のチャｰトや塩基性熔岩

の研究による浅海説桂どカミある.

木村(1977)も述べているように四万十川層群は決

してメランジュでも海溝堆積物でもないのである.

本誌紹介の化石をみて四万十帯の再認識に迫られる

方も少なくないであろう.ただしこの機会に化石の

発見カミ種めて困難であることは改めて強調しておかね

ぱ妊ら狂い.他の多くの場合のように地質調査と同

時に化石採集というわけにはいかないのである.

ここにその事情を詳しく説明する余白はないが少な

くとも既述の地元の方々による化石採集の協力が得られ

写真24宿毛市字須々木(有岡層)産のアンモナイト物ブ肋r伽∫c{.

肋με(Forbes)(直径約10cm酒井登志丸教諭提供)

写真25宿毛市中角(中村層産)のZooψ伽｡o∫sp.�
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なかったなら四万十帯の地質解明はさらに遠のくこと

になりかねない.率直に言って四万十帯からの貝化

石発見の端緒は何れも本誌に述べたような方々によっ

てである.室戸半島にしても貴重な貝化石の発見は

同地の矢野忠夫教諭によってであった.それらの発見

のあとをふりかえってみると主要な化石産地はf可れも

地方都市周辺か主要道路沿いに限られている(第1図).

このことは従来の化石未報告地域からは化石か出な

いだろうという推測に連ら校らたいのは言うまでもない.

換言すれば化石産状のクセを知り時間をかければ

四万十帯からの化石の発見はそれほど困難なことではな

い.本誌に敢えて筆を執ったのはこのような事情を

知って頂きたいからである.仮説を重んじる地球物理

学的発想が地質学界の1つの時流と柱りつつある今目

思いつきやアドバルン的見解を次々に公にするのは自由

でありまた進歩であると考える人達も多いようである

がまだまだ足もとの地質学的検討を要する日本のテｰ

マにはこと欠かないはずである.

今後の四万十帯が地質学の原点を再認識させるよう

な研究の場となって発展してゆくことを願ってやまない.

筆者自身はさしあたって諸外国と異なる事情も予測

されるのでいわゆるゲテモノ化石の戸籍調べを急いで

いる･またフィｰルドでは従来の地質概念によって

まとめられた地質図ではなく正確な岩相分布をもとに

さまよ

した真の四万十帯の姿を求めていまだに術僅っている.
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